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地域の様々な世代の人との関わりを通して， 
協力・協働する資質・能力を育む「家族・家庭生活」の学習 
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学習指導案 

 

１ 題材名  Ａ 家族・家庭と子どもの成長   

「家族や地域の一員としてできることを考えよう」 

 

２ 題材設定の理由 

富士見町は八ヶ岳と南アルプス北端の入笠山に挟まれ、標高約 1000m を超える高原に位置した自然豊かな町

である。また、約 15,000 人が暮らしており、そのうち 14 歳までの子どもが約 2,000 人、65 歳以上の高齢者が

5,000人弱の町である。 

富士見町は地区ごとの結びつきが強く、子ども会が関わる地区ごとのお祭りやお泊まり会などの行事が行われ

ており、多くの中学生はその行事を楽しみにし、積極的に参加している。中でも、３年生は子ども会の中心に立

って活動したり、責任を持って取り組んだりしている。 

 また、富士見町の地域の行事として毎年７月下旬に開催されている夏祭り「富士見ＯＫＫＯＨ」は地域の活性

化を担う大きな行事となっており、多くの中学生が参加している。お祭りの主催者側も地域の子どもたちが将来、

自分たちの地区を支え、引っ張っていく存在という考え方に基づき、中学生の参加を強く勧めている。しかし、

中学生の意識は、地区ごとの行事とは違い、あくまでもお祭りに行くという遊び感覚であり、中学生同士で楽し

く参加するだけの形になっている。このように地区の行事と同じであるにも関わらず、参加の意識が異なるのは、

地区の行事には地域の方や家族から参加の意識について話を聞いたり、行事の役割を担っていたりする一方、「富

士見ＯＫＫＯＨ」では、意義についての話を聞く機会や担う役割がないからではないかと思われる。つまり、「富

士見ＯＫＫＯＨ」だけではなく、地区の行事に携わる本当の理由や、中学生は家庭や地域の担い手という意識が

十分に育っていないためではないかと考えた。 

そこで本題材では、第１時に生徒達の育ちと地域との関わりを確認し、今の自分たちの地域で求められている

役割をどう担っていけばよいかという課題をもつ。第２時からはその課題を解決するために、家族、幼児、高齢

者など、同じ地域で暮らす様々な人たちの特性や役割を理解したり関わったりしながら学習を行う。まず、保健

師さんや保育園の園長先生といった、地域の中で私たちの成長を見守ってくださっている方々からの話を聞き、

地域の様々な方々に育てられた自分の存在に気づきながら、人の成長と発達を知る。それらをふまえて幼児の特

徴を理解し、おもちゃをツールとして幼児が成長発達できるような関わり方を考え、実際に幼児と触れ合う。ま

た、地域で暮らす高齢者との関わりを考える中では、身体的な特徴を理解する疑似体験を行ったり、高齢者の助

けが必要な場面を地域の方々と一緒に考えたりする中で高齢者は大切な存在であるという意識を高める。幼児、

高齢者との関わりや存在の大切さを学んだ上で「富士見ＯＫＫＯＨ」主催者のお祭りに対する思いを聞き、今ま

での自分達の参加の仕方を振り返りながら、祭りや地区の行事だけでなく、家庭や地域のために、今、自分がで

きることや今後の自分ができることを考える。 

このような学習を通して、自分の家族や家庭、さらには地域社会を見つめ直し、今後、自分たちは周囲の人々

とどのように関わり、どのようなことができるかの考えを持つことで、将来の家庭や地域と協働していくことの

大切さを感じ、地域の担い手としての意識が高められると考え、本題材を設定した。 

 

３ 題材の目標 

・家庭や地域で暮らす幼児や高齢者について関心をもって学習活動に取り組み、家庭や地域の中で生活をよりよ

くしようとしている。（生活や技術への関心・意欲・態度） 

・家庭と地域について課題を見つけ、その解決を目指してそこで暮らす幼児や高齢者の特徴に応じた関わり方を

工夫している。（生活を工夫し創造する能力） 

・幼児や地域の方々との関わりについて、観点に基づいて観察し、考えをまとめたり、実践したりすることがで

きる。（技能） 

・幼児や高齢者の特徴や生活、家庭や地域との結びつきについて理解し、基礎的・基本的な知識を身につけてい

る。（生活や技術についての知識・理解） 
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４ 展開の大要（全１７時間）と評価 

学習問題 学習活動 指導と評価 時間 カリキュラムマ

ネジメント 

１ 私たちにとって

の家庭、地域と

はどのようなも

のだろう 

○自分の家庭や地域との関わ

りを振り返り、地域のお祭

りを通して地域の課題や私

たちにとっての家庭や地域

の役割を知る。 

 

 

○地域活動に参加する立場から自分た

ちが家族や地域の一員としてできる

ことは何かという題材を貫く問いを

おさえる。 

 

１  

２ 私たちはどのよ

うに成長してい

るのだろう 

 

○保健師さんの話を聞きなが

ら、人の成長と発達を知る。 

○地域の中で育ってきた自分

の存在について気づく。 

○保健師さんの話を基に出生から幼児

期の発達の特徴について理解できる

ようにする。 

・幼児の発達について理解することができる。

【知】 

２  

３ 幼児の生活には

どのような特徴

があるのだろう 

○ビデオによる園長先生から

の話を聞き、幼児にとって

の遊びの意義を考える。  

○園長先生の話から、幼児にとっての遊

びの意義や遊び方の特徴を理解でき

るようにする。 

・幼児の生活と幼児にとっての遊びの意義と発

達の特徴について理解できる。【知】 

１ 総合的な学習 

未就学児 

 ・幼児との触    

  れ合い体験 

４ 学習してきたこ

とを活かして、

私たちは何がで

きるだろう 

○幼児との関わり方やそのツ

ールとなるおもちゃを考え

る。 

○保育園訪問時に教室にある

おもちゃでどのように遊ぶ

かを考える。 

 

○幼児期の特徴を踏まえ、限られた材料

と時間の中で、遊びを通して幼児の発

達を促すようなおもちゃを考えられ

るようにする。 

・幼児の発達を意識したおもちゃを考え、工夫

することができる。【工】 

１ ・おもちゃ製  

 作 

５ 幼児が成長発達

するために、私

たちができるこ

とは何だろう 

（触れ合い体験） 

○幼児の発達を促すことので

きるおもちゃを、体験でと

らえた幼児の特徴や、既習

の内容をふまえ、友達と意

見交換をしながら決め出

す。 

○考えたおもちゃで幼児と触

れ合う。 

○幼児の発達を促すことができるよう

なおもちゃやその遊び方を考えられ

るようにする。 

・おもちゃを考える上での対象児の特徴と発達

をふまえて、幼児が楽しめるおもちゃを決め

出している。【工】 

○安全面に配慮して遊べるようにする。 

・自分達が考えてきた遊び方と実習で新たに気

づいたことをもとに幼児の特徴や関わり方

をまとめることができる。【技・知】 

３ 総合的な学習 

高齢者 

・高齢者の現 

  状について 

 ・認知症サポ 

ート講座 

・高齢者との

触れ合い 

（清泉荘訪問） 

６ 家族の一員とし

て私ができるこ

とは何だろう 

○幼児との関わりの中から、

周囲の人々はどのように関

わればよいかを考える。 

○年齢に応じた家庭の中での

役割を確認し、今の自分が

できることを考える。 

○園長先生から幼児との接し方につい

ての感想や今後中学生に期待してい

ることなどの映像を見て、周囲の人の

関わりについて考えられるようにす

る。 

・家庭の中での役割を振り返り、自分にできる

ことを考えることができる。【工】 

１ 道徳 

郷土を愛する 

思い 

７ 地域で暮らす高

齢者について、

どのように関わ

ればよいだろう 

○自分の地区の高齢者につい

て事前に調べたことから、

地区の実態や高齢者の不安

な思いを知り、地域の中で

どのような存在か考える。 

○高齢者も参加する地区の避

○学校周辺の高齢者世帯を表示しなが

ら富士見町や自分の地区の高齢者世

帯が多いことを知る。 

○地域のために果たしていることに目

を向けられるようにし、地域にとって

大切でかけがいのない存在であるこ

１  

題材を貫く問い 『家族や地域の一員として私ができることとは何だろう？』 
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難訓練においてどんな関わ

りができそうか考え始め

る。 

とに気づくようにする。 

○地区の避難訓練で高齢者と一緒に避

難する場合に関わって高齢者の特徴

で知っていることやわからないこと

に気づけるようにする。 

・自分の地域に関心をもち、高齢社会の状況を

把握できる。【関】 

８ 高齢者にはどの

ような身体的な

特徴があるのだ

ろう 

○高齢者疑似体験（手足、視

覚、聴覚）から高齢者の身体

的特徴に気づく。 

 

○社協の方の話を聞き、実際に疑似体験

をして、高齢者の特徴や関わり方が理

解できるようにする。 

・疑似体験と、社協の方の話から高齢者の特徴

に気づくことができる。【関】 

１  

９ 高齢者の身体的

特徴を知った上

で、どのように

関わればよいだ

ろう 

○高齢者の身体的特徴をまと

める。 

○避難訓練の場面を設定し、

一緒に避難する対象の高齢

者の特徴を確認する。 

 

○疑似体験や日常の経験から特徴をま

とめられるようにする。 

○避難訓練の場面において、避難する場

所や対象の高齢者を明確に示して考

えられるようにする。 

・場面を想定して高齢者の特徴を理解し、関わ

り方を考えることができる。【知】 

１  

１０ 地域で暮らす

高齢者とどの

ように関われ

ばよいだろう

（前半） 

○高齢者と一緒に避難する時

に、どんなことに気を付け

ればよいか班で考える。 

○疑似体験で自分が感じたことをもと

に注意することを考えられるように

する。 

○地図を使いながらどのように避難す

るか考えられるようにする。 

・対象の高齢者の特徴に配慮した関わり方、避

難方法やルートを考えることができる。【工】 

１  

１１ 地域で暮らす

高齢者とどの

ように関われ

ばよいだろう

（後半） 

  【 本 時 】 

○地域の方にアドバイスをも

らいながらよりよい関わり

方を一緒に考える。 

○自分の地区の高齢者に対し

て普段からできることを考

える。 

○地域の方に高齢者の心情面も考えら

れるようなアドバイスをいただく。 

・自分の地域で暮らす高齢者に対して、日常で

できる関わり方を考えることができる。【工】 

１  

１２ 中学校での学

習を活かし

て、地域のた

めに私ができ

ることは何だ

ろう 

○地域のお祭り「富士見ＯＫ

ＫＯＨ」の主催者の思いを

聞く。 

○「富士見ＯＫＫＯＨ」で自分

達ができることを考える。 

○今までの家庭科の学習を振

り返り、家族や家庭、地域を

見つめ直し、今後自分達が

どう関わっていくか考え

る。 

○「富士見ＯＫＫＯＨ」主催者のビデオ

インタビューを視聴し、お祭りへの思

いを知り、その思いを受けて考えられ

るようにする。 

○「富士見ＯＫＫＯＨ」で自分ができる

ことについて班ごとに考えさせ、提示

できるようにする。 

・今までの学習を活かして、今、そして将来、

家庭や地域とどう関わっていくか考えるこ

とができる。【工】 

３  
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５ 本時の展開 

（１）小題材名 「地域のために私ができることは何だろう」  

（２）主眼 

  高齢者疑似体験を通して身体的な特徴を理解し、関わり方を考えてきた生徒が、避難訓練で高齢者と一緒に

学校へ安全に避難する際に気をつけることを考える場面で、避難方法や関わり方を地域の方と共に検討するこ

とを通して、身体的特徴だけでなく心情面に配慮することの大切さに気づき、自分の地区で暮らす高齢者との

よりよい関わり方について考えることができる。  

（３）本時の位置（１７時間扱いの第１４時） 

  前時：想定した避難訓練時、高齢者と一緒に安全に避難するにはどうしたらよいかを考える。 

  次時：町の最大行事である「ＯＫＫＯＨ祭」の主催者の思いを受け止め、私たちができることは何かを考え

る。 

（４）指導上の留意点 

・避難の仕方については経路だけの視点にならないように、高齢者との関わりについて考えられるようにする。 

 ・地域の方と検討する場面では、高齢者の心情面にも着目できるように、地域の方と事前に打ち合わせをして

おく。 

（５）学習活動と評価 

＜前半 第１３時＞ 

段階 学習活動 予想される生徒の反応 指導・評価 時間 

課 

題 

把 

握 

 

 

１ 前時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

ア)高齢者は見えにくさや聞こえ

にくさの特徴があったな。 

イ)杖をついているおじいさんと

一緒に避難するにはどうしたら

いいのかな。 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

追

究 

・ 

実 

践 

２ 避難訓練の場面設定を確認し、高

齢者と一緒に避難する方法を個

人で考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 個人で考えたことをもとに、班で

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ)早く避難したほうがいいし、歩

くのも大変そうだから、学校ま

で一番近い道で避難しよう。 

エ)避難することを伝える時には、

伝わるように正面に立ち、ゆっ

くりはっきり伝えよう。 

オ)車いすをおばあさんが押すの

は大変そうだから、交代して自

分で押そう。 

 

 

 

 

カ)杖を使っているから広い道の

ほうが歩きやすいよね。 

キ)階段よりはスロープの道にし

よう。手をとって一緒に歩いて

あげたほうがいいな。 

ク)見えにくいから危ない時には

声をかけてあげよう。 

ケ)耳が聞こえにくいから、耳元で

声をかけてあげよう。 

 

・高齢者の自宅から中学校の

体育館までの避難を考える

ように伝える。 

・疑似体験で感じたことに触

れながら、どんなことに注

意したらよいか、考えられ

るように助言する。 

・高齢者世帯の家から学校ま

での地図に経路と注意点や

配慮点、心配な点など自分

の考えを書き込むように伝

える。 

 

 

 

 

 

・班にも１枚地図を配付し話

しながら書き込むように伝

える。 

・避難経路のことのみが話の

中心になっている班には、

高齢者の特徴を振り返り、

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題：高齢者と一緒に避難する時、私はどんなことに気をつければよいのだろう 

 

学習問題：地域で暮らす高齢者とどのように関わればよいだろう 

＜話し合いの視点＞ 
・経路は？ 
・注意や配慮は？ 
・心配なことは？ 
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４ 発表し合い、全体で共有する。 

 

 

 

 

コ)足が不自由な高齢者の避難を

よく考えているな。 

サ)これなら高齢者と一緒に避難

できそうだぞ。 

配慮すべきことはないか問

う。 

 

・互いの考えを聞き合った後、

地図にマジックで避難経路

は赤色、注意点や配慮点は

青色、心配なことや質問し

たいことは緑色の丸で囲む

ように伝える。 

 

 

 

１２ 

整 

理 

・ 

発 

展 

５ 本時の学習を振り返り、次回の活

動を確認する。 

シ)行動がゆっくりで体に不自由

さがあるので一番近い距離のル

ートが使えない場合があること

がわかった。どういうふうにし

たら安全に避難できるか考えた

い。 

ス)実際に避難経路を書いてみる

と本当にこれでよいのか不安が

出てきたから次回、聞いてみた

い。  

・考えた避難の方法が高齢者

にとって本当によいものか

問う。 

・次回、地域の方に来ていただ

くことを伝える。 

 

 

 

 ８ 

 

 

本時＜後半 第１４時＞ 

段階 学習活動 予想される生徒の反応 指導・評価 時間 

課 

題 

把 

握 

 

 

１ 前時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

ア)班員みんなでしっかり考えら

れたから、見てもらいたいな。 

イ)この考えでいいのか不安だか

ら地域の方に聞いてみたいな。 

 

 

 

 

・来ていただいた地域の方々

を紹介する。 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

追

究 

・ 

実 

践 

２ 前時に考えた避難の方法を、地域

の方に伝えて一緒に考える。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 発表し合い、全体で共有する。 

ウ)この避難経路のほうが広くて

歩きやすと思ったけど、地域の

方が言っていたように、学校ま

で近い道のほうがいいんだな。 

エ)災害時は不安になるから、常に

声をかけていくことも必要な

んだな。 

オ)ただ、「大丈夫」と声をかけるだ

けでなく、「もう少しですよ」と

声をかけるようにしよう 

カ)見えにくさがあるおじいさん

だから足元だけではなくて周り

の様子も伝えたほうが安心でき

そうだな。 

 

キ)安全な避難経路と安心できる

ように声をかけることの両面か

ら高齢者の気持ちを考えること

・地域の方には高齢者の心情

面も考えられるようなアド

バイスをしていただく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・新たに加わったことを中心

に発表してもらう。 

・避難経路や関わる高齢者に

２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

学習課題：どんな配慮が必要か、地域の方に不安なことを聞いて一緒に考えよう 

学習問題：地域で暮らす高齢者とどのように関わればよいだろう 

高齢者の特徴に配慮した

避難を考えている。 
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が大切なんだな。 

ク)どの班も安心できるように声

をかけていたな。やっぱり、声を

かけながら避難することは大切

なんだな。 

違いがあっても関わり方は

同じであることをおさえ

る。 

 

整 

理 

・ 

発 

展 

４ 自分の地域の高齢者に対して、普

段、私ができることを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 振り返りカードに記入をする。 

ケ)すれ違う近所の方などにあい

さつを欠かさずしたり積極的に

話かけたりと交流をもっておい

て、災害時などには安心しても

らえるように少しでも関わる。 

コ）お店に行った時、商品を探すの

に困っていたら声をかけて一緒

に探す。登下校で出会ったら声

をかけてあいさつをし、時間が

あったら話をしたい。 

 

サ)自分達だけではわからない注

意すべき点や危険な所を地域の

方と一緒に考えることができ

た。場所やルートだけでなく、ど

んな時にどのように声をかけた

らよいかも考えられた。  

シ)高齢者の特徴や気持ちを知っ

た上で何をするかが大切だと思

った。声をかけたり手伝ったり

と小さなことでもやってみるの

がよいと思った。  

・特別なことではなく、普段の

生活の中で高齢者に対して

できることを考えるように

伝える。 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７ 

 

 

６ 討議の柱 

 ①「地域の避難訓練に参加する、３つの場所から３パターンの高齢者と学校に避難する」という場面設定は実

際の避難を想定して高齢者への具体的な関わり方を思考することにつながったか。 

 

 ②地域の方々に来ていただいて一緒に話し合ったり、グループで考えたりしたことは、高齢者の特徴の理解を

さらに深め、地域の高齢者への関わりや思いを持つことにつながったか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の地域で暮らす高齢

者に対して、日常でできる

関わり方を考える。 
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＜資料① 設定場面と対象となる高齢者＞  

Ａ～Ｃそれぞれの場所には①～③の高齢者がいる。９班あり、一班ずつ、一つの場所、一人の高齢者につい

て考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 
 

Ａ 
 

Ｃ 
 

① 

自分で歩けるが

行動がゆっくり

で耳が聞こえに

くいおばあさん 

 

 

 

 
 

② 

足腰が弱く、歩く

には杖が必要。視

野が狭く、見えに

くさがあるおじ

いさん 

 

 

 

 
 

③ 

シルバーカーを

使用すれば自力

で歩けるが視野

が狭く、見えにく

さがある 

おばあ 

さん 

 

 

 
 

①https://www.kango-roo.com/ki/image_81/  

②http://ha-chi.biz/big.php?no=267 

③https://www.irasutoya.com/2013/08/blog-post_4825.html 
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＜資料② 班用学習カード＞ ９パターンのうちの１パターン分です。 

 

   部   班  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

＜場面＞ 

学校周辺の地区の避難訓練に参加します。避難場所は中学校体育館。避難する中には

高齢者がいます。中学校体育館へ避難しましょう。ただし、体育館１Ｆの入り口は本

部となるため、使用できません。ただし校舎は開いています。 

Ａ 
 

＜特徴＞ 
自分で歩けるが行動がゆっく

りで、耳が聞こえにくいおばあ

さん 
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＜資料③ 個人用学習カード＞ 

 

技術・家庭科 学習カード 

地域に暮らす高齢者 

３年  部   番 氏名                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Memo 

 

 

【題材全体を貫く問い】 
 

家族や地域の一員として、私ができることとは何だろう 

学習問題：  地域で暮らす高齢者とどのように関わればよいだろう？ 

 



平成30年度　技術・家庭科（家庭分野）3年間指導計画　　（　富士見　中学校）
1年

時数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

内容

指

導

項

目
Ａ（１）
ア

Ａ（１）
ア

Ａ（１）
ア

Ｂ（１）
ア,イ

B（２）
ア（ア）

Ｂ（２）
ア（ア）

Ｂ（２）
ア（ア）

Ｂ（２）
ア（ア）

Ｂ（３）
ア（イ,
ウ）

Ｂ（２）
ア（ア）

Ｂ（２）
ア（ア）

Ｂ（２）
ア（ア）

Ｂ（２）
ア（ア）

Ｂ（３）
ア（ア）

Ｂ（３）
ア（ア）

Ｂ（３）
ア（イ,
ウ）

Ｂ（３）
ア（イ,
ウ）

Ｂ（３）
ア（イ,
ウ）

Ｂ（２）
ア（イ）
イ

Ｂ（２）
ア（イ）
イ

Ｂ（３）
ア（イ,
ウ）

Ｂ（３）
ア（イ,
ウ）

Ｂ（３）
ア（イ,
ウ）

Ｂ（３）
ア（エ）

Ｂ（３）
ア（エ）

Ｂ（３）
ア（エ）

Ｂ（３）
ア（エ）

Ｂ（３）
イ

Ｃ
（１）
ア（ア）

Ｃ
（１）ア
（ア）,

Ｃ（１）
ア（イ）

Ｃ（１）
ア（イ）

Ｃ（２）
ア,イ

Ｃ（３）
ア

Ｃ（３）
ア

学

習

内

容

自

分

の

成

長

の
振

り

返

り

、
家

族

・

家

庭

の

機

能

と

か

か
わ

り

に

つ

い

て

考

え

よ

う

自

分

の

成

長

の
振

り

返

り

、
家

族

・

家

庭

の

機

能

と

か

か
わ

り

に

つ

い

て

考

え

よ

う

自

分

の

成

長

の
振

り

返

り

、
家

族

・

家

庭

の

機

能

と

か

か
わ

り

に

つ

い

て

考

え

よ

う

自

分

の

食

生

活
の

振

り

返

り

、
食

事

の

役

割

栄

養

素

の

は

た
ら

き

食

品

に

含

ま

れ
る

栄

養

素

食

品

に

含

ま

れ
る

栄

養

素

の

特

徴

食

品

に

つ

い

て

（
生

鮮

食

品

）

包

丁

の

技

能

を
マ

ス

タ
ー

食

品

に

つ

い

て

（
加

工

食

品

）

手

作

り

と

加

工
食

品

の

特

徴

の

違

い

手

作

り

と

加

工
食

品

の

特

徴

の

違

い

食

品

表

示

と

食
の

安

全

性

用

途

に

応

じ

た
食

品

選

択

用

途

に

応

じ

た
食

品

選

択

食

品

の

調

理

上
の

性

質

日

常

食

の

調

理

日

常

食

の

調

理

１

日

分

の

献

立
作

成

１

日

分

の

献

立
作

成

食

品

の

調

理

上
の

性

質

日

常

食

の

調

理

日

常

食

の

調

理

食

品

の

調

理

上
の

性

質

和

食

の

調

理

実
習

和

食

の

調

理

実
習

地

域

の

食

文

化

食

料

資

源

と

こ
れ

か

ら

の

食

生

活

自

分

の

消

費

行
動

の

振

り

返

り

、
物

の

値

段

の

決

ま

り

方

購

入

方

法

と

支
払

方

法

契

約

の

仕

組

み
と

落

と

し

穴

契

約

の

仕

組

み
と

落

と

し

穴

消

費

者

の

権

利
と

責

任

環

境

に

配

慮

し
た

消

費

生

活

こ

れ

か

ら

の

消
費

行

動

関心態度 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

創意工夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

技能 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

知識 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

他

教

科

や

地

域

と

の

つ

な

が

り

社

会

社

会

2年

時数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35

内容

指

導

項

目

Ｂ（４）
ア(ア）

Ｂ（４）
ア(ア）

Ｂ（４）
ア(ア）

Ｂ（４）
ア(ア）

Ｂ（４）
ア（イ）

Ｂ（５）
イ

Ｂ（５）
イ

B（５）
ア

B（５）
ア

Ｂ（５）
ア,イ

Ｂ（５）
ア,イ

Ｂ（５）
ア,イ

Ｂ（５）
ア,イ

Ｂ（５）
ア,イ

Ｂ（５）
ア,イ

Ｂ（５）
ア,イ

Ｂ（５）
ア,イ

Ｂ（５）
ア,イ

Ｂ（５）
ア,イ

Ｂ（４）
ア（イ）,
イ

Ｂ（４）
ア（イ）,
イ

Ｂ（４）
ア（イ）,
イ

Ｂ（４）
ア（イ）,
イ

Ｂ（４）
ア（イ）,
イ

Ｂ（４）
ア（ア）

Ｂ（３）
ア（ア）

Ｂ（６）
ア（ア）

Ｂ（６）
ア（ア）

Ｂ（６）
ア（ア）

Ｂ（６）
ア（イ）

Ｂ（６）
ア（イ）

Ｂ（６）
イ

Ｂ（６）
イ

Ｂ（６）
イ

Ｂ（６）
イ

学

習

内

容

衣

服

と

社

会

生
活

と

の

か

か

わ

り

衣

服

と

社

会

生
活

と

の

か

か

わ

り

目

的

に

応

じ

た
着

用

目

的

に

応

じ

た
着

用

衣

服

の

計

画

的
な

活

用

生

活

を

豊

か

に
す

る

た

め

の

製

作

（
構

想

）

生

活

を

豊

か

に
す

る

た

め

の

製

作

（
構

想

）

裁

縫

ミ

シ

ン

の
使

い

方

裁

縫

ミ

シ

ン

の
使

い

方

生

活

を

豊

か

に
す

る

た

め

の

製

作

（
ト
ー

ト

バ

ッ
グ

の

製

作

）

生

活

を

豊

か

に
す

る

た

め

の

製

作

（
ト
ー

ト

バ

ッ
グ

の

製

作

）

生

活

を

豊

か

に
す

る

た

め

の

製

作

（
ト
ー

ト

バ

ッ
グ

の

製

作

）

生

活

を

豊

か

に
す

る

た

め

の

製

作

（
ト
ー

ト

バ

ッ
グ

の

製

作

）

生

活

を

豊

か

に
す

る

た

め

の

製

作

（
ト
ー

ト

バ

ッ
グ

の

製

作

）

生

活

を

豊

か

に
す

る

た

め

の

製

作

（
ト
ー

ト

バ

ッ
グ

の

製

作

）

生

活

を

豊

か

に
す

る

た

め

の

製

作

（
ト
ー

ト

バ

ッ
グ

の

製

作

）

生

活

を

豊

か

に
す

る

た

め

の

製

作

（
ト
ー

ト

バ

ッ
グ

の

製

作

）

生

活

を

豊

か

に
す

る

た

め

の

製

作

（
ト
ー

ト

バ

ッ
グ

の

製

作

）

生

活

を

豊

か

に
す

る

た

め

の

製

作

（
ト
ー

ト

バ

ッ
グ

の

製

作

）

日

常

着

の

手

入
れ

日

常

着

の

手

入
れ

日

常

着

の

手

入
れ

日

常

着

の

手

入
れ

日

常

着

の

手

入
れ

環

境

を

配

慮

し
た

衣

生

活

環

境

を

配

慮

し
た

衣

生

活

家

庭

生

活

と

住
空

間

の

か

か

わ

り

住

居

の

基

本

的
な

機

能

空

間

の

使

い

方

安

全

な

住

ま

い
方

災

害

に

備

え

た
住

ま

い

方

健

康

で

快

適

な
暮

ら

し

方

誰

も

が

暮

ら

し
や

す

い

住

ま

い

こ

れ

か

ら

の

住
ま

い

方

こ

れ

か

ら

の

住
ま

い

方

関心態度 ○ ○ ○ ○ ○

創意工夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

技能 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

知識 ○ ○ ○

他

教

科

や

地

域

と

の

つ

な

が

り
社会

3年

時数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

内容

指

導

項

目

Ａ（３）
ア(イ)

Ａ（２）
ア(ア)

Ａ（2）
ア(ア)

Ａ（２）
ア(ア）

Ａ（２）
ア(イ)

Ａ（２）
ア(イ)

Ａ（２）
イ

Ａ（３）
ア(ア)

Ａ（３）
ア(ア)

Ａ（３）
ア(イ)

Ａ（３）
ア(イ)

Ａ（３）
ア(イ)

Ａ（３）
ア(イ)

Ａ（３）
イ

Ａ（３）
イ

Ａ（４）
ア

Ａ（４）
ア

Ａ（４）
ア

学

習

内

容

自

分

と

家

庭

、
地

域

と

の

関

わ

り

を

振

り

返

ろ

う

私

た

ち

は

ど

の
よ

う

に

成

長

し

て

き

た

の

だ

ろ

う

（
保

健
師

さ

ん

か

ら

話

を

聞

こ

う

）

私

た

ち

は

ど

の
よ

う

に

成

長

し

て

き

た

の

だ

ろ

う

（
幼

児

の

発

達

）

幼

児

の

生

活

に
は

ど

の

よ

う

な

特

徴

が

あ

る

だ

ろ

う

ど

の

よ

う

に

幼
児

と

関

わ

れ

ば

よ

い

だ

ろ

う

幼

児

が

成

長

発

達

す

る

た

め

に

、
私

た

ち

が

で

き

る

こ

と

は

何

だ

ろ

う

（
総

合

で

の

触

れ

合

い

体

験

か

ら

）

幼

児

が

成

長

発
達

す

る

た

め

に

、
私

た

ち

が

で

き

る

こ

と

は
何

だ

ろ

う

（
お

も

ち

ゃ
製

作

）

幼

児

が

成

長

発

達

す

る

た

め

に

、
私

た

ち

が

で

き

る

こ

と

は

何

だ

ろ

う

（
幼

児

と

の

触

れ

合

い

体

験

）

家

族

の

一

員

と

し

て

私

が

で

き

る

こ

と

は

何

だ

ろ

う

地

域

で

暮

ら

す
高

齢

者

に

つ

い

て

、
ど

の

よ

う

に

関
わ

れ

ば

よ

い

だ

ろ

う

高

齢

者

に

は

ど
の

よ

う

な

身

体

的

な

特

徴

が

あ

る

の
だ

ろ

う

（
疑

似

体

験

）

高

齢

者

の

身

体
的

特

徴

を

知

っ
た

上

で

、
ど

の

よ

う

に
関

わ

れ

ば

よ

い

だ

ろ

う

地

域

で

暮

ら

す
高

齢

者

と

ど

の

よ

う

に

関

わ

れ

ば

よ

い

だ

ろ

う

地

域

で

暮

ら

す
高

齢

者

と

ど

の

よ

う

に

関

わ

れ

ば

よ

い

だ

ろ

う

中

学

校

で

の

学
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に
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関心態度 ○ ○ ○ ○

創意工夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

技能 ○ ○ ○ ○ ○

知識 ○ ○ ○

他

教

科

や

地

域

と

の

つ

な

が

り

地域
の外
部講
師
（保
健
師）

社会 総合 総合 総合 総合 道徳

地域
の外
部講
師

B　衣食住の生活（衣生活） Ｂ　衣食住の生活（住生活）

通年

Ａ　家族・家庭生活

前期

後期

ガイダンス B　衣食住の生活（食生活） Ｃ　消費生活・環境


